
    授業再開です ～自主自律した子どもを目指して～ 

校長  堀  聡明 

  今年の夏は、コロナの影響で例年のような夏休みの過ごし方が出来なかったご家庭も多いと思

います。そして長い梅雨が明けた途端に猛暑がやってきて、マスクとその暑さでダメージを受け

ました。 

子どもたちは、夏休み中の大きな事故や怪我もなかったようで、今日元気に登校してきまし

た。 夏休みの出来事や頑張ったことなど、子どもにとって「経験したことない○○」を笑顔で話

してくれました。いよいよ前期の後半の始まりです。９月から１２月まで今までの安全対策をと

りながら教育活動を進めてまいります。学校行事などは、前回お配りした予定で実施したいと思

っていますが、コロナの影響で行事の予定が変更や縮小することも考えられます。真剣に取り組

んでいる姿や一生懸命自分を表現する子どもたちを励ましつつ、冷静にその時の状況を見極め、

保護者の皆様、地域の方々にご連絡をいたします。ご協力ご理解をよろしくお願いします。  

残暑はまだ厳しいですが、秋は、よく「勉学の秋」「スポーツの秋」など「○○の秋」とたと

えられます。何事をするにも良い季節だと思います。子どもたちは、何に挑戦し、頑張ろうと思

っているのでしょうか。一つのことに一生懸命打ち込めば、自ずとさまざまな力が花開くと思い

ます。 学校としても、そんな児童を応援・励ましていきます。 

 学校では、「学習習慣を身に付ける」ことを目標として取り組んでいます。学校から帰った

ら、決められた時間に机に着いて、決められた学習を、毎日きちんと取り組む子どもを目指し

て、各担任が子どもたちを励まし、ご家庭と連携しています。「自主自律した子ども」を育てる

ために、日々、指導を続けています。特に６年生ではご家庭でのICT機器を活用することもありま

す。 

しかし、それだけがすべてではありません。「学習」というイメージを、もっともっと豊かに

していかなければいけません。子どもたちにとって、学習するということは、ある意味では、さ

まざまな体験すべてが学習と言えます。例えば、お手伝いを毎日継続して取り組むことも、広い

意味では学習習慣の形成の一環だとも言えるでしょう。家庭の仕事を兄弟姉妹で受け持つなど家

庭に合った工夫を是非していただきたいものです。  

低学年の頃から、家族の一員としての役割分担をしっかりと与え、家族の一員としての責任を

果たすように働きかけることにより、毎日の生活の中に、集中した時間をもつという生活習慣づ

くりに取り組んでいただきたいと思います。  

学習・生活両面において、子どもたちが、「自主自律した子ども」となるよう、学校と保護者の

皆様が協力しながら取り組んでいきましょう。 

―・学校で学ぶ ・家庭で生きる ・地域で創る これが上鷺宮 ― 

 

「自然といのちを守る学校」 

http:// nk-kamisagi-e.a.la9.jp/ 
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